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都道府県医師会

　担当理事　殿

日本医師会
　常任理事
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「がん対策基本法」の公布について

　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。

　今般、　「がん対策基本法」が議員立法で国会に上程され、平成18年6月16日

に可決、成立し、6月23日に公布されました。

　本法律は、　「がん対策の一層の充実を図るため、がん対策に関し、基本理念を定

め、国、地方公共団体、医療保険者、国民及び医師等の責務を明らかにし、並びに

がん対策の推進に関する計画の策定について定めるとともに、がん対策の基本とな

る事項を定めることにより、がん対策を総合的かつ計画的に推進することを目的と

する」とされており、都道府県においても、政府が策定したがん対策推進基本計画

に基づいたがん対策の推進に関する計画を策定することとなっております。

　また、本法律の施行日は平成19年4月1日となっており、今後、厚生労働省よ

り通知等が出されましたら、貴会にもお送り申し上げます。

　つきましては、がん対策基本法の概要等を参考までに送付いたしますので、貴会

におかれましても本件についてご了知いただき、貴会管下郡市区医師会等への周知

方よろしくご高配のほどお願い申し上げます。



がん対策基本法の概要

第1　総則

1　目的

○　我が国のがん対策がこれまでの取組により進展し、成果を収めてきた
　　ものの、なお、がんが国民の生命及び健康にとって重大な問題となって
　　いる現状にかんがみ、がん対策の一層の充実を図るため、次に掲げる事
　　項を定めることにより、がん対策を総合的かつ計画的に推進する。

2　基本理念

○　がんの克服を目指し、がんに関する専門的、学際的又は総合的な研究
　　を推進するとともに、研究等の成果を普及・活用し、発展させること。

O　がん患者がその居住する地域にかかわらず、科学的知見に基づく適切
　　ながん医療を受けることができるようにすること。

○　がん患者が置かれている状況に応じ、本人の意向を十分尊重して治療
　　方法等が選択されるようがん医療を提供する体制を整備すること。

3　関係者の責務等

O　国、地方公共団体、医療保険者、国民、医師等の責務等を定める。

第2　がん対策推進基本計画等

○　厚生労働大臣は、関係行政機関の長と協議するとともに、がん対策推
　進協議会の意見を聴いて、rがん対策推進基本計画」の案を作成し、閣
　議の決定を求めること等とする。

○　厚生労働大臣は、関係行政機関の長に対し、がん対策推進基本計画の
　実施等について、必要な要請をすることができる。

○　都道府県は「都道府県がん対策推進計画」を策定する。

第3　基本的施策

1　がんの予防及び早期発見の推進

　○　がんの予防の推進、がん検診の質の向上、がん検診の推進のために必
　　要な施策を講ずる。

2　がん医療の均てん化の促進

　○　がん専門医等の育成、拠点病院・連携協力体制の整備、がん患者の療
　　養生活の質の維持向上、がん医療に関する情報の収集提供体制の整備等
　　のために必要な施策を講ずる。

3　がん研究の推進等

○　がん研究の推進、がん医療を行う上で特に必要性が高い医薬品・医療
　機器の早期承認に資する環境整備のために必要な施策を講ずる。



第4　がん対策推進協議会

○　厚生労働省に、がん対策推進基本計画の策定に係る審議会等として、
　がん対策推進協議会を置く。

○　協議会の委員は、がん患者及びその家族又は遺族を代表する者、がん
　医療に従事する者並びに学識経験のある者のうちから、厚生労働大臣が
　任命し、委員数は20名以内とする。

第5　施行期日等

○　この法律の施行期日は平成19年4月1日とする。

○　がん対策推進協議会の設置等に関し、厚生労働省設置法を改正し、
　所要の規定整備を行う。
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と
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
三
条
関
係
）

る
こ
と
と
し
た
。

し
た
。

　
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

　
　
そ
の
地
域
の
特
性
に
応

　
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講

ず
る
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普

　
　
が
ん
検
診
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
の
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

　
　
　
　
　
喫
煙
、
食
生
活
、
運
動
そ
の
他
の
生

活
習
慣
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
等
が
ん
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
の
予
防
に
必
要
な
注

意
を
払
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、

が
ん
検
診
を
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方

公
共
団
体
が
講
ず
る
が
ん
対
策
に
協
力
し
、
が
ん

の
予
防
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
が

ん
患
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
深
く
認
識
し
、

良
質
か
つ
適
切
な
が
ん
医
療
を
行
う
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
九
条
～
第
一
一
条

　
　
　
　
　
が
ん
対
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本

　
　
　
　
　
　
　
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
と

い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

　
　
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
て
、
が
ん
対
策
推

進
基
本
計
画
の
策
定
の
た
め
の
資
料
の
提
出
又
は
が

ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
策

で
あ
っ
て
当
該
行
政
機
関
の
所
管
に
係
る
も
の
の
実

　
　
　
　
　
　
必
要
な
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画

　
　
　
　
　
　
　
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
を
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
が
ん

患
者
に
対
す
る
が
ん
医
療
の
提
供
の
状
況
等
を
踏
ま

　
　
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
が
ん
対
策
の
推
進
に

関
す
る
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

3
　
基
本
的
施
策
（
第
一
二
条
～
第
一
八
条
関
係
）

　
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
の
予
防
の
推
進
、

　
が
ん
検
診
の
質
の
向
上
、
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を

　
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成
、
医
療
機

　
関
の
整
備
、
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
、

　
が
ん
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
提
供
体
制
の
整
備
、

　
研
究
の
推
進
等
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

4
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
（
第
一
九
条
及
び
第
二
〇
条

　
関
係
）

　
H
　
厚
生
労
働
省
に
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
案

　
　
の
作
成
に
関
す
る
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、
が
ん
対

　
　
策
推
進
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置

　
　
く
こ
と
と
し
た
。

　
口
　
協
議
会
は
、
委
員
二
〇
人
以
内
で
組
織
す
る
こ
と

　
　
と
し
た
。

　
国
　
協
議
会
の
委
員
は
、
が
ん
患
者
及
び
そ
の
家
族
又

　
　
は
遺
族
を
代
表
す
る
者
、
が
ん
医
療
に
従
事
す
る
者

　
　
並
び
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労

　
　
働
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
四
　
協
議
会
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

5
　
こ
の
法
律
は
、
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
る
こ
と
と
し
た
。

◇
証
券
取
引
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令

　
第
二
二
二
号
×
金
融
庁
）

1
　
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
一
、

　
八
年
法
律
第
六
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
安
定

　
操
作
取
引
、
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
へ
の
取
引
等
の

　
公
正
の
確
保
に
係
る
検
査
等
以
外
の
検
査
等
の
権
限
の

　
委
任
及
び
犯
則
事
件
の
範
囲
等
に
関
す
る
規
定
の
整
理

　
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

2
　
こ
の
政
令
は
、
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に

　
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
一
八
年
七
月
四
日
）

　
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
刑
事
に
関
す
る
共
助
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

　
衆
国
と
の
間
の
条
約
（
条
約
第
九
号
×
外
務
省
）

　
こ
の
条
約
は
、
一
方
の
締
約
国
が
他
方
の
締
約
国
の
請

求
に
基
づ
き
、
捜
査
、
訴
追
そ
の
他
の
刑
事
手
続
に
つ
い

て
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
共
助
を
実
施
す
る
こ
と
、

そ
の
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
中
央
当
局
を
設
置
し
、
相
互

の
連
絡
を
直
接
行
う
こ
と
等
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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（
国
際
的
な
連
携
の
強
化
等
）

第
六
条
　
政
府
は
、
北
朝
鮮
当
局
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
、

　
又
は
拉
致
さ
れ
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
日
本
国
民
、
脱
北

　
者
（
北
朝
鮮
を
脱
出
し
た
者
で
あ
っ
て
、
人
道
的
見
地

　
か
ら
保
護
及
び
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も

　
の
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
そ
の
他
北
朝
鮮
当

　
局
に
よ
る
人
権
侵
害
の
被
害
者
に
対
す
る
適
切
な
施
策

　
を
講
ず
る
た
め
、
外
国
政
府
又
は
国
際
機
関
と
の
情
報

　
の
交
換
、
国
際
捜
査
共
助
そ
の
他
国
際
的
な
連
携
の
強

　
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
す
る
支
援

　
等
の
活
動
を
行
う
国
内
外
の
民
間
団
体
と
の
密
接
な
連

　
携
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2
　
政
府
は
、
脱
北
者
の
保
護
及
び
支
援
に
関
し
、
施
策

　
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3
　
政
府
は
、
第
一
項
に
定
め
る
民
間
団
体
に
対
し
、
必

　
要
に
応
じ
、
情
報
の
提
供
、
財
政
上
の
配
慮
そ
の
他
の

　
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
状
況
が
改
善
さ
れ
な

　
い
場
合
の
措
置
）

第
七
条
　
政
府
は
、
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

　
る
日
本
国
民
に
対
す
る
重
大
な
人
権
侵
害
状
況
に
つ
い

　
て
改
善
が
図
ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
北
朝

　
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関
す
る
国

　
際
的
動
向
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
特
定
船
舶
の
入
港

　
の
禁
止
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第

　
百
二
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
、

　
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第

　
二
百
二
十
八
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置

　
そ
の
他
の
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
日
本
国
民
に
対
す
る
人

　
権
侵
害
の
抑
止
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

　
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
泉
純
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

　
　
総
務
大
臣

　
　
法
務
大
臣

　
　
外
務
大
臣

　
　
財
務
大
臣

経
済
産
業
大
臣

国
土
交
通
大
臣

北二谷麻杉竹
側階垣生浦中

一俊禎太正平
雄博一郎健蔵

　
海
外
の
文
化
遺
産
の
保
護
に
係
る
国
際
的
な
協
力
の
推

進
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
八
年
六
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
九
十
七
号

　
　
　
海
外
の
文
化
遺
産
の
保
護
に
係
る
国
際
的
な
協
力

　
　
　
の
推
進
に
関
す
る
法
律

　
（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
海
外
の
文
化
遺
産
で
あ
っ
て
、

　
損
傷
し
、
衰
退
し
、
消
滅
し
、
若
し
く
は
破
壊
さ
れ
、

　
又
は
そ
れ
ら
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
の
保
護
に
係
る
国

際
的
な
協
力
（
以
下
「
文
化
遺
産
国
際
協
力
」
と
い
う
。
）

　
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
及
び
国
等
の
責

　
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
文
化
遺
産
国
際
協
力

　
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

　
こ
と
に
よ
り
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
の
推
進
を
図
り
、

　
も
っ
て
世
界
に
お
け
る
多
様
な
文
化
の
発
展
に
貢
献
す

　
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
資
す

　
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
基
本
理
念
）

第
二
条
文
化
遺
産
国
際
協
力
は
、
文
化
遺
産
が
人
類
共

　
通
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
我
が
国

　
に
蓄
積
さ
れ
た
知
識
、
技
術
、
経
験
等
を
生
か
し
て
そ

　
の
保
護
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
が
国
際
社

　
会
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
世
界
に
お

　
け
る
多
様
な
文
化
の
発
展
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん

　
も
に
、
日
本
国
民
の
異
な
る
文
化
を
尊
重
す
る
心
の
酒

　
養
と
国
際
相
互
理
解
の
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
行
わ

　
れ
る
も
の
と
す
る
。

2
　
文
化
遺
産
国
際
協
力
は
、
文
化
の
多
様
性
が
重
要
で

　
あ
る
こ
と
に
配
慮
し
つ
つ
、
文
化
遺
産
が
存
在
す
る
外

　
国
の
政
府
及
び
関
係
機
関
の
自
主
的
な
努
力
を
支
援
す

　
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
文
化
遺
産
国
際
協
力
の
推
進
に
関
す
る
施
策
は
、
文

　
化
芸
術
振
興
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
四
十
八

　
号
）
の
基
本
理
念
に
配
慮
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
国
の
責
務
）

第
三
条
　
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
文
化

　
遺
産
国
際
協
力
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、
及

　
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

　
　
（
教
育
研
究
機
関
の
責
務
等
）

第
四
条
　
文
化
遺
産
国
際
協
力
に
係
る
大
学
そ
の
他
の
教

　
育
研
究
機
関
（
以
下
「
教
育
研
究
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、

　
文
化
遺
産
国
際
協
力
に
必
要
な
人
材
の
育
成
並
び
に
研

　
究
及
び
そ
の
成
果
の
普
及
に
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
努

　
め
る
も
の
と
す
る
。

2
　
教
育
研
究
機
関
は
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
に
係
る
研

　
究
者
及
び
技
術
者
の
職
務
及
び
職
場
環
境
が
そ
の
重
要

　
性
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
研
究

　
者
及
び
技
術
者
の
適
切
な
処
遇
の
確
保
並
び
に
教
育
研

　
究
施
設
の
整
備
及
び
充
実
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3
、
国
は
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
の
推
進
に
関
す
る
施
策

　
で
あ
っ
て
、
教
育
研
究
機
関
に
係
る
も
の
を
策
定
し
、

　
及
び
こ
れ
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
研
究
者
の
自

　
主
性
の
尊
重
そ
の
他
教
育
研
究
機
関
に
お
け
る
研
究
の

　
特
性
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
五
条
　
政
府
は
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
の
推
進
に
関
す

　
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の

　
他
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
（
基
本
方
針
）

第
六
条
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
外
務
大
臣
は
、
文
化
遺
産

　
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
の

　
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」

　
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
基
本
方
針
は
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た

　
め
の
基
本
的
な
事
項
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定

　
め
る
も
の
と
す
る
。

3
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
外
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定

　
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機

　
関
の
長
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

4
　
文
部
科
学
大
臣
及
び
外
務
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定

　
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公

　
表
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
連
携
の
強
化
）

第
七
条
　
国
は
、
国
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
に
係
る
独
立

　
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法

　
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政

　
法
人
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
教
育
研
究
機
関
、
民
間

　
団
体
等
が
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
こ
と

　
に
よ
り
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
の
効
果
的
な
推
進
が
図

　
ら
れ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
こ
れ
ら
の
者
の
間
の
連
携

　
の
強
化
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
関
係
行
政
機
関
の
相
互
の
密
接
な
連
携
）

第
八
条
　
文
化
遺
産
国
際
協
力
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

　
文
化
遺
産
国
際
協
力
の
推
進
に
必
要
な
措
置
が
適
切
に

　
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
行
政
機
関
の
相
互
の
密
接
な

　
連
携
の
下
に
、
こ
れ
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
教
育
研
究
機
関
及
び
民
間
団
体
に
対
す
る
支
援
）

第
九
条
　
国
は
、
教
育
研
究
機
関
及
び
民
間
団
体
が
文
化

　
遺
産
国
際
協
力
に
関
し
て
行
う
活
動
を
支
援
す
る
た

　
め
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

　
の
と
す
る
。

　
　
（
人
材
の
確
保
等
）

第
十
条
　
国
は
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
を
推
進
す
る
た
め
、

　
文
化
遺
産
国
際
協
力
に
係
る
独
立
行
政
法
人
、
教
育
研

　
究
機
関
、
民
間
団
体
等
と
相
互
に
緊
密
な
連
携
協
力
を

　
図
り
な
が
ら
、
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
専
門
的
知

　
識
を
有
す
る
人
材
の
確
保
、
養
成
及
び
資
質
の
向
上
に

　
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
国
際
的
協
調
の
た
め
の
施
策
）

第
十
一
条
　
国
は
、
文
化
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
諸
条
約

　
等
の
精
神
に
の
っ
と
り
文
化
遺
産
国
際
協
力
を
国
際
的

　
協
調
の
下
に
推
進
す
る
た
め
、
外
国
の
政
府
若
し
く
は

　
関
係
機
関
又
は
国
際
機
関
と
の
情
報
の
交
換
そ
の
他
の

　
必
要
か
つ
適
切
な
施
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と

　
す
る
。

　
（
国
の
内
外
の
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
活
用
）

第
十
二
条
　
国
は
、
必
要
な
文
化
遺
産
国
際
協
力
が
適
切

　
か
つ
有
効
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
文
化
遺
産
国
際
協
力

　
に
関
す
る
国
の
内
外
の
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
活
用

　
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
（
意
見
の
反
映
）

第
十
三
条
　
国
は
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
の
推
進
に
関
す

　
る
施
策
の
適
正
な
策
定
及
び
実
施
に
資
す
る
た
め
、
文

　
化
遺
産
国
際
協
力
に
お
い
て
保
存
、
修
復
等
に
携
わ
る

　
関
係
者
等
の
意
見
を
国
の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の

　
制
度
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と

　
す
る
。

　
　
（
国
民
の
理
解
及
び
関
心
の
増
進
）

第
十
四
条
　
国
は
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
並
び
に
文
化
遺

　
産
国
際
協
力
に
お
い
て
研
究
者
及
び
技
術
者
が
果
た
す

　
役
割
の
重
要
性
に
関
す
る
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め

　
る
よ
う
、
文
化
遺
産
国
際
協
力
に
関
す
る
広
報
活
動
の

　
充
実
及
び
教
育
の
振
興
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず

　
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
務
大
臣
　
麻
生
　
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
中
馬
　
弘
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純
一
郎

が
ん
対
策
基
本
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
　
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
八
年
六
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

法
律
第
九
十
八
号

　
　
　
が
ん
対
策
基
本
法

目
次
　
第
一
章
　
総
則
（
第
一
条
－
第
八
条
）

　
第
二
章
　
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
等
（
第
九
条
－
第

　
　
　
　
　
十
一
条
）

　
第
三
章
　
基
本
的
施
策

　
　
第
一
節
　
が
ん
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進
（
第

　
　
　
　
　
　
十
二
条
・
第
十
三
条
）

　
　
第
二
節
　
が
ん
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等
（
第
十

　
　
　
　
　
　
四
条
－
第
十
七
条
）

　
　
第
三
節
　
研
究
の
推
進
等
（
第
十
八
条
）

　
第
四
章
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
（
第
十
九
条
・
第
二

　
　
　
　
　
十
条
）

　
附
則
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第
一
章
　
総
則

　
（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
我
が
国
の
が
ん
対
策
が
こ
れ
ま

　
で
の
取
組
に
よ
り
進
展
し
、
成
果
を
収
め
て
き
た
も
の

　
の
、
な
お
、
が
ん
が
国
民
の
疾
病
に
よ
る
死
亡
の
最
大

　
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
等
が
ん
が
国
民
の
生
命
及
び
健

　
康
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
か
ん

　
が
み
、
が
ん
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
．
が
ん

　
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団

　
体
、
医
療
保
険
者
、
国
民
及
び
医
師
等
の
責
務
を
明
ら

　
か
に
し
、
並
び
に
が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の

　
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
が
ん
対
策
の
基
本

　
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
対
策
を
総

　
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
　
（
基
本
理
念
）

第
二
条
　
が
ん
対
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念

　
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
が
ん
の
克
服
を
目
指
し
、
が
ん
に
関
す
る
専
門
的
、

　
　
学
際
的
又
は
総
合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も

　
　
に
、
が
ん
の
予
防
、
診
断
、
治
療
等
に
係
る
技
術
の

　
　
向
上
そ
の
他
の
研
究
等
の
成
果
を
普
及
し
、
活
用
し
、

　
　
及
び
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

　
二
　
が
ん
患
者
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず

　
　
等
し
く
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
適
切
な
が
ん
に
係
る

　
　
医
療
（
以
下
「
が
ん
医
療
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
三
　
が
ん
患
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
、
本
人

　
　
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
て
が
ん
の
治
療
方
法
等
が
選

　
　
択
さ
れ
る
よ
う
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
整
備

　
　
が
な
さ
れ
る
こ
と
。

　
　
（
国
の
責
務
）

第
三
条
　
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
次
条
に
お
い
て
「
基

　
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
が
ん
対
策
を
総
合

　
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

　
　
（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

　
が
ん
対
策
に
関
し
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
自
主

　
的
か
つ
主
体
的
に
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策

　
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

　
　
（
医
療
保
険
者
の
責
務
）

第
五
条
　
医
療
保
険
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律

　
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保

　
険
者
を
い
う
。
）
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る

　
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
、
が
ん

　
検
診
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う

　
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
国
民
の
責
務
）

第
六
条
　
国
民
は
、
喫
煙
、
食
生
活
、
運
動
そ
の
他
の
生

　
活
習
慣
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
等
が
ん
に
関
す
る
正
し

　
い
知
識
を
持
ち
、
が
ん
の
予
防
に
必
要
な
注
意
を
払
う

　
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
が
ん
検
診
を

　
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
医
師
等
の
責
務
）

第
七
条
　
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方

　
公
共
団
体
が
講
ず
る
が
ん
対
策
に
協
力
し
、
が
ん
の
予

　
防
に
寄
与
す
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
が
ん
患
者
の

　
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
深
く
認
識
し
、
良
質
か
つ
適
切

　
な
が
ん
医
療
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
法
制
上
の
措
置
等
）

第
八
条
　
政
府
は
、
が
ん
対
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な

　
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
第
二
章
　
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
等

　
　
（
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
）

第
九
条
　
政
府
は
、
が
ん
対
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

　
推
進
を
図
る
た
め
、
が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本

　
的
な
計
画
（
以
下
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
と
い

　
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
定
め
る
施
策
に
つ
い
て

　
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
施
策
の
具
体
的
な
目
標
及
び

　
そ
の
達
成
の
時
期
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

3
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
案

　
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
案

　
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長

　
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
の
意

　
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

5
　
政
府
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し
た
と

　
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も

　
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に

　
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
　
政
府
は
、
適
時
に
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る

　
目
標
の
達
成
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
イ
ン
タ
ー

　
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7
　
政
府
は
、
が
ん
医
療
に
関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案

　
し
、
及
び
が
ん
対
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、

　
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

　
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、

　
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8
　
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
が
ん
対
策
推

　
進
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
関
係
行
政
機
関
へ
の
要
請
）

第
十
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

　
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
て
、
が
ん
対
策
推

　
進
基
本
計
画
の
策
定
の
た
め
の
資
料
の
提
出
又
は
が
ん

　
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
策
で

　
あ
っ
て
当
該
行
政
機
関
の
所
管
に
係
る
も
の
の
実
施
に

　
つ
い
て
、
必
要
な
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
）

第
十
一
条
　
都
道
府
県
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
を

　
基
本
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
が

　
ん
患
者
に
対
す
る
が
ん
医
療
の
提
供
の
状
況
等
を
踏
ま

　
え
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
が
ん
対
策
の
推
進
に
関

す
る
計
画
（
以
下
「
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」

　
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
は
、
医
療
法
（
昭
和

　
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
一
項

　
に
規
定
す
る
医
療
計
画
、
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年

　
法
律
第
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府

　
県
健
康
増
進
計
画
、
介
護
保
険
法
第
百
十
八
条
第
一
項

　
に
規
定
す
る
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
そ
の

　
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
計
画
で
あ
っ
て
保
健
、
医
療

　
又
は
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
調
和
が
保

　
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
を
策

　
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
　
都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
が
ん
医
療

　
に
関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
及
び
当
該
都
道
府

　
県
に
お
け
る
が
ん
対
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま

　
え
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
都
道
府
県
が
ん
対
策

　
推
進
計
画
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

　
き
に
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　
第
三
章
　
基
本
的
施
策

　
　
　
　
第
一
節
が
ん
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進

　
（
が
ん
の
予
防
の
推
進
）

　
運
動
そ
の
他
の
生
活
習
慣
及
び
生
活
環
境
が
健
康
に
及

　
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
そ
の
他
の

　
が
ん
の
予
防
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

　
も
の
と
す
る
。

　
　
（
が
ん
検
診
の
質
の
向
上
等
）

　
見
に
資
す
る
よ
う
、
が
ん
検
診
の
方
法
等
の
検
討
、
が

　
ん
検
診
の
事
業
評
価
の
実
施
、
が
ん
検
診
に
携
わ
る
医

　
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
が

2345
　
第
三
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画

第
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
喫
煙
、
食
生
活
、

第
十
三
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
の
早
期
発

　
ん
検
診
の
質
の
向
上
等
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を

　
講
ず
る
と
と
も
に
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
資

　
す
る
よ
う
、
が
ん
検
診
に
関
す
る
普
及
啓
発
そ
の
他
の

　
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
第
二
節
　
が
ん
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等

　
（
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の

　
医
療
従
事
者
の
育
成
）

第
十
四
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
手
術
、
放
射
線

　
療
法
、
化
学
療
法
そ
の
他
の
が
ん
医
療
に
携
わ
る
専
門

　
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従

　
事
者
の
育
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
談
ず
る
も

　
の
と
す
る
。

　
（
医
療
機
関
の
整
備
等
）

第
十
五
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
が
そ

　
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
そ
の
が
ん
の

　
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
が
ん
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
よ
う
、
専
門
的
な
が
ん
医
療
の
提
供
等
を
行
う
医

　
療
機
関
の
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る

　
も
の
と
す
る
。

2
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
に
対
し
適
切

　
な
が
ん
医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
国
立
が
ん
セ
ン

　
タ
ー
、
前
項
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
医
療
機
関
等
の
問

　
に
お
け
る
連
携
協
力
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要

　
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
）

第
十
六
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
の
状

　
　
　
　
　
　
と
う

　
況
に
応
じ
て
疼
痛
等
の
緩
和
を
目
的
と
す
る
医
療
が
早

　
期
か
ら
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
居
宅
に

　
お
い
て
が
ん
患
者
に
対
し
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
た
め

　
の
連
携
協
力
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
、
医
療
従
事
者
に

　
対
す
る
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
に
関

　
す
る
研
修
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
そ
の
他
の
が
ん
患

　
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
の
た
め
に
必
要
な
施

　
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
が
ん
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
提
供
体
制
の
整
備

　
等
）

第
十
七
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
医
療
に
関

　
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る

　
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
が
ん
患
者

　
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
相
談
支
援
等
を
推
進
す
る
た

　
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
．

2
■
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
の
が
ん
の
罹

　
患
、
転
帰
そ
の
他
の
状
況
を
把
握
し
、
分
析
す
る
た
め

　
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

　
の
と
す
る
。



（号外第146号）報官金曜日平成18年6月23日11
　
　
　
　
第
三
節
　
研
究
の
推
進
等

第
十
八
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
の
本
態
解

　
明
、
革
新
的
な
が
ん
の
予
防
、
診
断
及
び
治
療
に
関
す

　
る
方
法
の
開
発
そ
の
他
の
が
ん
の
罹
患
率
及
び
が
ん
に

　
よ
る
死
亡
率
の
低
下
に
資
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
研
究

　
が
促
進
さ
れ
、
並
び
に
そ
の
成
果
が
活
用
さ
れ
る
よ
う

　
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
医
療
を
行
う
上
で

　
特
に
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
早
期
の

　
薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規

　
定
に
よ
る
製
造
販
売
の
承
認
に
資
す
る
よ
う
そ
の
治
験

　
が
迅
速
か
つ
確
実
に
行
わ
れ
、
並
び
に
が
ん
医
療
に
係

　
る
標
準
的
な
治
療
方
法
の
開
発
に
係
る
臨
床
研
究
が
円

　
滑
に
行
わ
れ
る
環
境
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を

　
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
四
章
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会

第
十
九
条
　
厚
生
労
働
省
に
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

　
に
関
し
、
第
九
条
第
四
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
準

　
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る

　
た
め
、
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と

　
い
う
。
）
を
置
く
。

第
二
十
条
協
議
会
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

2
　
協
議
会
の
委
員
は
、
が
ん
患
者
及
び
そ
の
家
族
又
は

　
遺
族
を
代
表
す
る
者
、
が
ん
医
療
に
従
事
す
る
者
並
び

　
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣

　
が
任
命
す
る
。

3
　
協
議
会
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。
．

4
　
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及

　
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

　
行
ず
る
。

　
　
（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九

　
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
一
項
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

　
る
。

　
　
十
七
の
二
　
が
ん
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律

　
　
　
第
九
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
が
ん

　
　
　
対
策
推
進
基
本
計
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る

　
　
　
こ
と
。

　
　
第
六
条
第
二
項
中
「
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
」

　
を
「
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
　
に
改
め
る
。

　
　
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
　
　
」

　
第
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
（
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
）

第
十
一
条
の
三
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
に
つ
い
て

　
は
、
が
ん
対
策
基
本
法
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含

　
む
。
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
文
部
科
学
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
中
馬
　
弘
毅

　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純
一
郎

㎜
政

令
I
I
旧
I
I

　
証
券
取
引
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ

に
公
布
す
る
．

御
名
　
　
御
璽

平
成
十
八
年
六
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

政
令
第
二
百
二
十
二
号

　
　
　
証
券
取
引
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

　
内
閣
は
、
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平

成
十
八
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、

並
び
に
証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）

第
百
五
十
九
条
第
三
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
九
十
四
条
の
六
第
三
項
及
び
第

二
百
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

　
証
券
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
中
「
又
は
そ
の
」

の
下
に
「
申
込
み
、
」
を
加
え
る
。

　
第
三
十
八
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
又
は
そ
の
特
別

関
係
者
そ
の
他
の
関
係
者
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
特
別
関

係
者
そ
の
他
の
関
係
者
又
は
参
考
人
」
に
、
「
又
は
そ
の
関

係
者
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
関
係
者
又
は
参
考
人
」
に
改

め
る
。

　
第
四
十
五
条
第
一
号
中
「
（
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号

を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。
　
二
　
法
第
百
九
十
七
条
の
二
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で

　
　
又
は
第
十
三
号
の
罪

　
　
　
附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

1
　
こ
の
政
令
は
、
証
券
取
引
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

　
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

2
　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三

　
年
政
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

　
る
。

　
　
第
五
条
の
五
第
十
二
号
中
「
第
百
九
十
七
条
第
一
項

　
第
七
号
」
を
「
第
百
九
十
七
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改

　
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣
　
小
泉
純
一
郎

lllm

条

約
…

　
刑
事
に
関
す
る
共
助
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
の
間
の
条
約
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御
名
　
　
御
　
璽

平
成
十
八
年
六
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　
内
閣
総
理
大
臣

小
泉
純
一
郎

条
約
第
九
号

　
　
　
刑
事
に
関
す
る
共
助
に
関
す
る
日
本
国
と
ア
メ
リ

　
　
　
カ
合
衆
国
と
の
間
の
条
約

　
日
本
国
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、

　
刑
事
に
関
す
る
共
助
の
分
野
に
お
け
る
両
国
の
協
力
を

一
層
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
希
望
し
、

　
そ
の
よ
う
な
協
力
が
両
国
に
お
い
て
犯
罪
と
戦
う
こ
と

に
貢
献
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

　
次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

　
　
　
　
第
一
条

1
　
各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
請
求
に
基
づ
き
、

　
捜
査
、
訴
追
そ
の
他
の
刑
事
手
続
に
つ
い
て
こ
の
条
約

　
の
規
定
に
従
っ
て
共
助
を
実
施
す
る
。

2
　
共
助
に
は
、
次
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
含
む
。
こ
の

　
条
約
に
お
い
て
「
物
件
」
と
は
、
証
拠
と
な
る
書
類
、

　
記
録
そ
の
他
の
物
を
い
う
。

　
ω
　
証
言
、
供
述
又
は
物
件
の
取
得

　
③
　
人
、
物
件
又
は
場
所
の
見
分

　
③
　
人
、
物
件
若
し
く
は
場
所
又
は
こ
れ
ら
の
所
在
地

　
　
の
特
定

働
　
国
又
は
地
方
の
立
法
機
関
、
行
政
機
関
又
は
司
法

　
　
機
関
の
保
有
す
る
物
件
の
提
供

㈲
　
請
求
国
に
お
け
る
出
頭
が
求
め
ら
れ
て
い
る
者
に

　
　
対
す
る
招
請
に
つ
い
て
の
伝
達

㈲
　
拘
禁
さ
れ
て
い
る
者
の
身
柄
の
移
動
で
あ
っ
て
証

　
　
言
の
取
得
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
の
も
の

　
G
り
　
犯
罪
の
収
益
又
は
道
具
の
没
収
及
び
保
全
並
び
に

　
　
こ
れ
ら
に
関
連
す
る
手
続
に
つ
い
て
の
共
助

　
⑧
　
被
請
求
国
の
法
令
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
そ
の
他
の

　
　
共
助
で
あ
っ
て
両
締
約
国
の
中
央
当
局
で
合
意
さ
れ

　
　
た
も
の

3
　
各
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
の
請
求
に
基
づ
き
、

　
当
該
他
方
の
締
約
国
の
中
央
当
局
が
次
の
こ
ど
を
保
証

　
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、
犯
罪

　
の
疑
い
の
あ
る
行
為
に
つ
い
て
の
行
政
機
関
に
よ
る
犯

　
則
調
査
に
つ
い
て
、
適
当
と
認
め
る
条
件
を
付
し
て
、

　
こ
の
条
約
の
規
定
に
従
っ
て
共
助
を
実
施
す
る
。

　
ω
　
当
該
犯
則
調
査
を
行
う
当
局
が
、
犯
罪
を
構
成
し

　
　
得
る
事
実
に
つ
い
て
の
犯
則
調
査
を
行
う
法
令
上
の

　
　
権
限
に
加
え
て
、
特
別
の
手
続
に
従
い
、
訴
追
の
た

　
　
め
に
検
察
官
に
対
し
て
事
件
を
送
付
す
る
法
令
上
の

　
　
権
限
又
は
犯
則
調
査
に
お
い
て
得
た
証
言
若
し
く
は

　
　
供
述
を
文
書
化
し
若
し
く
は
記
録
し
た
物
そ
の
他
の

　
　
物
件
を
検
察
官
に
対
し
て
提
供
す
る
法
令
上
の
権
限

　
　
を
有
す
る
こ
と
。

　
③
　
証
言
又
は
供
述
を
文
書
化
し
又
は
記
録
し
た
物
そ

　
　
の
他
の
物
件
を
請
求
国
に
お
け
る
捜
査
、
訴
追
そ
の

　
　
他
の
刑
事
手
続
に
お
い
て
使
用
（
訴
追
を
行
う
か
否

　
　
か
の
決
定
の
た
め
の
使
用
を
含
む
。
）
す
る
こ
と
。

4
　
被
請
求
国
は
、
こ
の
条
約
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場

　
合
を
除
く
億
か
、
請
求
国
に
お
け
る
捜
査
、
訴
追
そ
の

　
他
の
手
続
の
対
象
と
な
る
行
為
が
自
国
の
法
令
に
よ
れ

　
ば
犯
罪
を
構
成
す
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
助
を

　
実
施
す
る
。

5
　
こ
の
条
約
は
、
両
締
約
国
間
で
の
共
助
の
み
を
目
的

　
と
す
る
。
こ
の
条
約
の
規
定
は
、
請
求
さ
れ
た
共
助
の

　
実
施
を
妨
げ
る
こ
と
又
は
証
拠
を
排
除
す
る
こ
と
に
関

　
し
、
私
人
の
権
利
を
新
た
に
創
設
す
る
も
の
で
は
な
く
、

　
ま
た
、
私
人
の
既
存
の
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で

　
は
な
い
。

　
　
　
　
第
二
条

1
　
各
締
約
国
は
、
こ
の
条
約
に
規
定
す
る
任
務
を
行
う

　
中
央
当
局
を
指
定
す
る
。

　
ω
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
つ
い
て
は
、
中
央
当
局
は
、

　
　
司
法
長
官
又
は
同
長
官
が
指
定
す
る
者
と
す
る
。

　
③
　
日
本
国
に
つ
い
て
は
、
中
央
当
局
は
、
法
務
大
臣

　
　
若
し
く
は
国
家
公
安
委
員
会
又
は
こ
れ
ら
が
そ
れ
ぞ

　
　
れ
指
定
す
る
者
と
す
る
。



　
　
　
が
ん
対
策
基
本
法
案

目
次

　
第
一
章
　
総
則
（
第
一
条
一
第
八
条
）

　
第
二
章
　
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
等
（
第
九
条
－
第
十
一
条
）

　
第
三
章
　
基
本
的
施
策

　
　
第
一
節
　
が
ん
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進
（
第
十
二
条
・
第
十
三
条
）

　
　
第
二
節
　
が
ん
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等
（
第
十
四
条
一
第
十
七
条
）

　
　
第
三
節
　
研
究
の
推
進
等
（
第
十
八
条
）

　
第
四
章
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
（
第
十
九
条
・
第
二
十
条
）

　
附
則

　
　
　
第
一
章
　
総
則

　
（
目
的
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
我
が
国
の
が
ん
対
策
が
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
進
展
し
、

　　　成

　　　果
　　　を

　　　収

　　　め

　　　て
　　　き

　　　た

　　　も

　　　の

＿　　の
　　　、
な
お
、



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
が
ん
が
国
民
の
疾
病
に
よ
る
死
亡
の
最
大
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
等
が
ん
が
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
と
っ
て
重
大
な
問
題

　
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
か
ん
が
み
、
が
ん
対
策
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
が
ん
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、

　
地
方
公
共
団
体
、
医
療
保
険
者
、
国
民
及
び
医
師
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の

　
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
が
ん
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
対
策
を
総
合
的
か
つ
計

　
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　
（
基
本
理
念
）

第
二
条
　
が
ん
対
策
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
が
ん
の
克
服
を
目
指
し
、
が
ん
に
関
す
る
専
門
的
、
学
際
的
又
は
総
合
的
な
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
の
予

　
　
防
、
診
断
、
治
療
等
に
係
る
技
術
の
向
上
そ
の
他
の
研
究
等
の
成
果
を
普
及
し
、
活
用
し
、
及
び
発
展
さ
せ
る
こ
と
。

　
二
　
が
ん
患
者
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
適
切
な
が
ん
に
係
る
医
療
（
以
下
「
が

　
　
ん
医
療
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　
三
　
が
ん
患
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
、
本
人
の
意
向
を
十
分
尊
重
し
て
が
ん
の
治
療
方
法
等
が
選
択
さ
れ
る
よ
う

　
　
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
整
備
が
な
さ
れ
る
こ
と
。



　
（
国
の
責
務
）

第
三
条
　
国
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
次
条
に
お
い
て
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
が
ん
対
策
を
総
合
的
に
策

　
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

　
（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条
　
地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
が
ん
対
策
に
関
し
、
国
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
自
主
的
か
つ
主
体

　
的
に
、
そ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

　
（
医
療
保
険
者
の
責
務
）

第
五
条
　
医
療
保
険
者
（
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
を
い
う
。
）

　
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
、
が
ん
検
診
に
関
す
る
普
及
啓
発
等

　
の
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
国
民
の
責
務
）

第
六
条
　
国
民
は
、
喫
煙
、
食
生
活
、
運
動
そ
の
他
の
生
活
習
慣
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
等
が
ん
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
持

　
ち
、
が
ん
の
予
防
に
必
要
な
注
意
を
払
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
が
ん
検
診
を
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



四

　
ば
な
ら
な
い
。

　
（
医
師
等
の
責
務
）

第
七
条
　
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
講
ず
る
が
ん
対
策
に
協
力
し
、
が
ん
の
予
防
に
寄
与
す

　
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
が
ん
患
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
深
く
認
識
し
、
良
質
か
つ
適
切
な
が
ん
医
療
を
行
う
よ
う

　
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
法
制
上
の
措
置
等
）

第
八
条
．
政
府
は
、
が
ん
対
策
を
実
施
す
る
た
め
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
　
　
第
二
章
　
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
等

　
（
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
）

第
九
条
　
政
府
は
、
が
ん
対
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
計
画
（
以

　
下
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
定
め
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
施
策
の
具
体
的
な
目
標
及
び
そ
の
達
成
の



　
時
期
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

3
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
案
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
と
協
議
す
る

　
と
と
も
に
、
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

5
　
政
府
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

6
　
政
府
は
、
適
時
に
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
目
標
の
達
成
状
況
を
調
査
し
、
そ
の
結
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利

　
用
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7
　
政
府
は
、
が
ん
医
療
に
関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
及
び
が
ん
対
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と

　
も
五
年
ご
と
に
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

8
　
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
関
係
行
政
機
関
へ
の
要
請
）
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六

第
十
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
て
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

　
の
策
定
の
た
め
の
資
料
の
提
出
又
は
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
施
策
で
あ
っ
て
当
該
行
政
機
関
の
所

　
管
に
係
る
も
の
の
実
施
に
つ
い
て
、
必
要
な
要
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
）

第
十
一
条
　
都
道
府
県
は
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
を
基
本
と
す
る
と
と
も
に
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
が
ん
患
者
に
対

　
す
る
が
ん
医
療
の
提
供
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
都
道

　
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

　
医
療
計
画
、
健
康
増
進
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
健
康
増
進
計
画
、
介
護

　
保
険
法
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
る
計
画
で
あ
っ

　
て
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
都
道
府
県
は
、
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る
が
ん
医
療
に
関
す
る
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
及
び
当
該
都
道
府
県
に
お
け
る



　
が
ん
対
策
の
効
果
に
関
す
る
評
価
を
踏
ま
え
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
に
検
討
を
加
え
、

　
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
は
、
こ
れ
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
第
三
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
が
ん
対
策
推
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
　
第
三
章
　
基
本
的
施
策

　
　
　
　
第
一
節
　
が
ん
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
推
進

　
（
が
ん
の
予
防
の
推
進
）

第
十
二
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
喫
煙
、
食
生
活
、
運
動
そ
の
他
の
生
活
習
慣
及
び
生
活
環
境
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響

　
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
そ
の
他
の
が
ん
の
予
防
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
（
が
ん
検
診
の
質
の
向
上
等
）

第
十
三
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
に
資
す
る
よ
う
、
が
ん
検
診
の
方
法
等
の
検
討
、
が
ん
検
診
の
事

　
業
評
価
の
実
施
、
が
ん
検
診
に
携
わ
る
医
療
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
機
会
の
確
保
そ
の
他
の
が
ん
検
診
の
質
の
向
上
等
を

　
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
が
ん
検
診
に
関
す
る
普
及

　
啓
発
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七



ノk

　
　
　
　
第
二
節
　
が
ん
医
療
の
均
て
ん
化
の
促
進
等

　
（
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成
）

第
十
四
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
手
術
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
そ
の
他
の
が
ん
医
療
に
携
わ
る
専
門
的
な
知
識
及

　
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
育
成
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
（
医
療
機
関
の
整
備
等
）

第
十
五
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
が
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
か
か
わ
ら
ず
等
し
く
そ
の
が
ん
の
状
態
に
応
じ

　
た
適
切
な
が
ん
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
的
な
が
ん
医
療
の
提
供
等
を
行
う
医
療
機
関
の
整
備
を
図
る
た

　
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
に
対
し
適
切
な
が
ん
医
療
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
前
項
の

　
医
療
機
関
そ
の
他
の
医
療
機
関
等
の
間
に
お
け
る
連
携
協
力
体
制
の
整
備
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す

　
る
。

　
　
（
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ロ
つ

第
十
六
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
の
状
況
に
応
じ
て
疼
痛
等
の
緩
和
を
目
的
と
す
る
医
療
が
早
期
か
ら
適
切



　
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
居
宅
に
お
い
て
が
ん
患
者
に
対
し
が
ん
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
連
携
協
力
体
制
を
確
保

　
す
る
こ
と
、
医
療
従
事
者
に
対
す
る
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
に
関
す
る
研
修
の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
そ

　
の
他
の
が
ん
患
者
の
療
養
生
活
の
質
の
維
持
向
上
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
（
が
ん
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
提
供
体
制
の
整
備
等
）

第
十
七
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
医
療
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
を
行
う
体
制
を
整
備
す
る
た
め
に
必
要

　
な
施
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
が
ん
患
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
相
談
支
援
等
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず

　
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

2
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
患
者
の
が
ん
の
罹
患
、
転
帰
そ
の
他
の
状
況
を
把
握
し
、
分
析
す
る
た
め
の
取
組
を
支

　
援
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
第
三
節
　
研
究
の
推
進
等

第
十
八
条
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
の
本
態
解
明
、
革
新
的
な
が
ん
の
予
防
、
診
断
及
び
治
療
に
関
す
る
方
法
の
開

　
発
そ
の
他
の
が
ん
の
罹
患
率
及
び
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
の
低
下
に
資
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
研
究
が
促
進
さ
れ
、
並
び
に
そ

　
の
成
果
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

2
　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
が
ん
医
療
を
行
う
上
で
特
に
必
要
性
が
高
い
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
の
早
期
の
薬
事
法
（
昭

　
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
製
造
販
売
の
承
認
に
資
す
る
よ
う
そ
の
治
験
が
迅
速
か
つ
確
実
に
行
わ

　
れ
、
並
び
に
が
ん
医
療
に
係
る
標
準
的
な
治
療
方
法
の
開
発
に
係
る
臨
床
研
究
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
環
境
の
整
備
の
た
め
に

　
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
第
四
章
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会

第
十
九
条
　
厚
生
労
働
省
に
、
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に
関
し
、
第
九
条
第
四
項
（
同
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

　
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
た
め
、
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

第
二
十
条
　
協
議
会
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

2
　
協
議
会
の
委
員
は
、
が
ん
患
者
及
び
そ
の
家
族
又
は
遺
族
を
代
表
す
る
者
、
が
ん
医
療
に
従
事
す
る
者
並
び
に
学
識
経
験

　
の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
厚
生
労
働
大
臣
が
任
命
す
る
。

3
　
協
議
会
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

4
　
前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
協
議
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

　
　
　
附
　
則



　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
こ
の
法
律
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
厚
生
労
働
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
四
条
第
一
項
第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
十
七
の
二
　
が
ん
対
策
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
　
　
　
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

　
　
　
画
の
策
定
及
び
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会

　
　
第
六
条
第
二
項
中
「
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
」
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
　
　
」

　
　
第
十
一
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
　
（
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
）

　
第
十
一
条
の
三
　
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
が
ん
対
策
基
本
法
（
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
定
め
る

　
　
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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理
　
由

　
我
が
国
の
が
ん
対
策
が
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
よ
り
進
展
し
、
成
果
を
収
め
て
き
た
も
の
の
、
な
お
、
が
ん
が
国
民
の
疾
病
に

よ
る
死
亡
の
最
大
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
等
が
ん
が
国
民
の
生
命
及
び
健
康
に
と
っ
て
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
状
に
か

ん
が
み
、
が
ん
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
が
ん
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
医
療
保
険
者
、
国
民
及
び
医
師
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

定
め
る
と
と
も
に
、
が
ん
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ

る
。

一
三





が
ん
対
策
基
本
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
十
八
年
六
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

　
が
ん
が
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
三
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
り
、
年
間
三
十
万
人
以
上
も
の
患
者
が
命
を
失
っ
て
い
る
現
状
に

か
ん
が
み
、
国
を
挙
げ
て
「
が
ん
と
の
闘
い
」
に
取
り
組
む
と
の
意
志
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
が
ん
対
策
基
本
法
の
制
定

を
も
っ
て
、
我
が
国
の
が
ん
医
療
を
改
善
す
る
契
機
と
す
る
た
め
、
政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る

べ
き
で
あ
る
。

一
、
本
法
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
「
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
」
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
策
定
す
る
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」

　
の
立
案
に
積
極
的
に
関
与
す
る
機
関
で
あ
る
と
の
位
置
づ
け
に
の
っ
と
り
、
そ
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
配
慮
す

　
る
こ
と
。
そ
の
際
、
が
ん
医
療
に
関
連
す
る
他
の
検
討
会
等
と
の
役
割
分
担
や
連
携
の
強
化
に
も
努
め
る
こ
と
。

二
、
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
は
、
「
健
康
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
戦
略
」
及
び
「
が
ん
対
策
推
進
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

．
二
〇
〇
五
」
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六
年
ま
で
の
十
年
間
に
「
五
年
生
存
率
を
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
改
善
す
る
」
と
の
目
標
が

　
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
関
係
府
省
と
の
連
携
の
下
、
速
や
か
に
策
定
す
惹
こ
と
。



三
、
「
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
」
の
委
員
構
成
に
つ
い
て
は
、
が
ん
患
者
が
初
め
て
が
ん
医
療
の
政
策
立
案
過
程
に
参
画
で
き

　
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
意
義
を
重
く
受
け
止
め
、
が
ん
患
者
の
意
向
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

四
、
が
ん
医
療
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
は
、
が
ん
患
者
が
医
療
機
関
を
選
択
す
る
際
に
役
立
つ
よ
う
、
各
が
ん
専
門
医

　
療
機
関
の
専
門
分
野
、
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
数
や
設
備
の
状
況
な
ど
の
医
療

　
機
能
情
報
が
、
患
者
の
視
点
に
立
っ
て
適
切
に
提
供
さ
れ
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

五
、
が
ん
の
治
療
法
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、
化
学
療
法
そ
の
他
の
が
ん
の
治
療
法
に
つ
い

　
て
の
最
新
の
情
報
を
、
で
き
る
限
り
平
易
な
言
葉
で
国
民
に
提
供
す
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

六
、
病
状
、
治
療
方
法
等
に
つ
い
て
、
患
者
が
医
師
等
の
説
明
を
理
解
し
、
納
得
し
た
上
で
治
療
法
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
、

　
正
確
か
つ
適
切
な
情
報
提
供
の
推
進
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外
来
・
医
療
相
談
室
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、

　
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
診
療
状
況
を
示
す
文
書
や
デ
ー
タ
等
の
提
供
に
つ
い
て
、
患
者
の
求
め
に

　
応
じ
て
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
、
医
療
機
関
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

七
、
が
ん
専
門
医
等
の
養
成
と
配
置
に
つ
い
て
は
、
が
ん
治
療
の
水
準
向
上
の
た
め
に
確
保
す
べ
き
外
科
医
、
放
射
線
腫
瘍
医
、

　
腫
瘍
内
科
医
、
病
理
医
、
麻
酔
医
な
ど
の
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
養
成
や
常
勤
で
の
配
置
、
並
び
に
新
た
な
診
断
機



器
や
治
療
機
器
等
の
開
発
、
配
備
等
の
諸
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
、
文
部
科
学
省
等
の
関
係
府
省
に
よ
る
連

　
絡
調
整
を
随
時
行
い
、
そ
の
協
議
内
容
を
「
が
ん
対
策
推
進
協
議
会
」
に
報
告
す
る
こ
と
。

八
、
放
射
線
療
法
及
び
化
学
療
法
に
つ
い
て
は
、
が
ん
医
療
に
お
け
る
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
卒
前

　
教
育
、
卒
後
の
臨
床
研
修
の
各
段
階
に
お
い
て
、
適
切
な
教
育
、
研
修
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も

　
に
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
関
す
る
人
材
の
育
成
と
専
門
的
な
教
育
研
究
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
放
射
線
療
法
の
品

　
質
管
理
が
十
分
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
専
門
的
な
人
材
の
育
成
に
努
め
る
こ

　
と
〇

九
、
が
ん
専
門
医
の
研
修
に
つ
い
て
は
、
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
等
に
お
け
る
が
ん
専
門
医
育
成
の
た
め
の
研
修
コ
ー
ス
を
拡
充

　
す
る
と
と
も
に
、
効
果
的
な
研
修
を
可
能
と
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
、
が
ん
医
療
に
お
い
て
も
チ
ー
ム
医
療
に
よ
る
対
応
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
診

　
療
放
射
線
技
師
等
の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ス
タ
ッ
フ
の
専
門
的
知
識
、
技
術
の
習
得
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講

　
ず
る
こ
と
。

十
一
、
地
域
に
お
け
る
が
ん
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
医
療
計
画
に
お
け
る
が
ん
診
療
体
制
の
整
備
に
関
し
て
、
地
域
の
医



療
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
機
能
分
担
し
、
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
の
高
い
が
ん
医
療

　
を
適
切
に
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と
。

十
二
、
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
が
ん
患
者
の
生
活
の
質
を
確
保
す
る
た
め
、
緩
和
ケ
ア
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能

　
を
有
す
る
医
療
従
事
者
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
宅
や
施
設
に
お
い
て
も
、
適
切
な
医
療
や
緩
和
ケ
ア
を
受
け
る
こ

　
と
が
で
き
る
体
制
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
。

十
三
、
が
ん
治
療
に
係
る
新
薬
及
び
新
規
医
療
機
器
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
海
外
で
使
用
さ
れ
な
が
ら
日
本
国
内
で
は
未
承
認

　
の
た
め
に
使
用
で
き
な
い
抗
が
ん
剤
等
の
医
薬
品
及
び
医
療
機
器
に
つ
い
て
、
早
期
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
多
施
設
共
同
研

　
究
の
推
進
や
、
有
効
性
・
安
全
性
に
関
す
る
審
査
の
迅
速
化
な
ど
、
な
お
一
層
の
促
進
策
を
講
ず
る
こ
と
。

十
四
、
抗
が
ん
剤
の
保
険
適
用
に
つ
い
て
、
認
め
ら
れ
て
い
る
効
能
以
外
の
が
ん
に
も
有
用
性
が
認
め
ら
れ
、
薬
事
法
上
の
承

　
認
を
得
た
場
合
は
直
ち
に
保
険
適
用
と
す
る
こ
と
。

十
五
、
D
P
C
（
診
断
群
分
類
別
包
括
評
価
）
対
象
病
院
の
拡
大
に
伴
っ
て
、
最
善
の
医
療
を
提
供
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
な

　
い
よ
う
、
診
療
内
容
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な
診
療
報
酬
の
設
定
に
努
め
る
こ
と
。

十
六
、
が
ん
登
録
に
つ
い
て
は
、
が
ん
罹
患
者
数
・
罹
患
率
な
ど
の
疫
学
的
研
究
、
が
ん
検
診
の
評
価
、
が
ん
医
療
の
評
価
に



　
不
可
欠
の
制
度
で
あ
り
、
院
内
が
ん
登
録
制
度
、
地
域
が
ん
登
録
制
度
の
更
な
る
推
進
と
登
録
精
度
の
向
上
並
び
に
個
人
情

　
報
の
保
護
を
徹
底
す
る
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
、
本
法
成
立
後
、
検
討
を
行
い
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
七
、
予
防
・
早
期
発
見
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
が
ん
の
早
期
発
見
の
た
め
の
知
識
や
予
防
法
の
普
及
を
図
る
こ
と
。
ま

　
た
、
最
新
の
知
見
に
基
づ
き
有
効
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
が
ん
検
診
を
地
域
に
お
け
る
検
診
の
項
目
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。

十
八
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
最
新
の
診
断
機
器
の
効
率
的
利
用
や
撮
影
技
師
の
技
能
向
上
等
に
よ
り
、
早
期
発
見
率
を
向

　
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
が
ん
検
診
の
事
後
評
価
を
推
進
す
る
こ
と
。

十
九
、
が
ん
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
革
新
的
な
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て
の
研
究
の
促
進
及

　
び
そ
の
成
果
の
活
用
、
喫
煙
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す
る
啓
発
及
び
知
識
の
普
及
を
図
る
ほ
か
、
喫
煙
者
数
の
減
少
に

　
向
け
、
た
ば
こ
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
健
康
増
進
策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

　
右
決
議
す
る
。


